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37 23行 訂正前

t =


m

k  12 +2n π (nは整数 n= 1, 2, ⋯)

訂正後

t =


m

k  12 +2n π (n= 0, 1, 2, ⋯)

50 9行 訂正前

となる。この場合，式（1-124）の左辺にあるmr
は定数となり，回転の

起こりやすさを表す物理量で，慣性モーメント I とよばれる。

訂正後

となる。この場合，式（1-124）の左辺にあるmr
は定数となり，回転運

動の慣性の大きさを表す量で，慣性モーメント I とよばれる。

116 1行 訂正前

慣性モーメントは回転運動のしにくさを表す量で，並進運動の質量

に相当する。

訂正後

慣性モーメントは回転運動の慣性の大きさを表す量で，並進運動の

質量に相当する。


